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  現在と将来の世代が進歩的な社会建設を担う中で、環境保全はイス 
 ラーム共和国において公的な義務とみなされる。環境を必然的に汚染 
 し、取り返しのつかない被害を環境に及ぼす経済的及びその他の活動 
 はそれゆえ禁止される 12。 
 




かし、既述の 80 年 9 月からの対イラク戦争の勃発によって、こうした憲法
規定に基づく環境政策は副次的なものとなった。88 年に漸く終戦を迎えた後
は、しかし戦後経済復興が最優先の政策課題となった。しかも、米国主導の






 IRNA（イラン国営イスラーム共和国通信）による 2005～2015 年（イラ
ン・イスラーム暦 1384～1393 年）の 10 年間のテヘランの大気汚染に関す
る統計によると、1 年の内、「不健康」とされた日数は、2005/06 年に 89 日
を占め、その後 4 年間はそれを下回ったが、2010/11 年に 102 日、2011/12
年に 215 日に達し、その後 3 年間では 116～160 日の間で推移している。ま
た、「不健康」よりも汚染状態が深刻な「極めて不健康」が計７日間（2008-2012









表 2-1 大気汚染関連のテヘランでの死者数（2010-14） 
    年 
汚染 
物質 
2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 
PM2.5     -   2,318   2,302   1,977 
PM10   2,194   2,142   2,141   2,183 
SO2   1,458   1,252   1,173  ,  675 
NO2   1,050   1,060  ,  815  ,  896 
O3  ,  819  ,  406  ,  457  ,  451 
CO  ,   45  ,   28  ,   31  ,   34 
【出典】Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye Vaz'iyat-e Mohit-e 





表 2-2 2013 年の大気汚染物質の排出源比率（％） 
  汚染物質  
      
排出源 
NO2 NOX SO2 CO2 CO 
発電所    5   20   41    29    2 
家庭・暖房    4    7    6    27    1 
工業    3    9   18    17    0 
農業   38   14    6     2    0 
輸送   50   50   29    25   97 
【出典】Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye Vaz'iyat-e Mohit-e 
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万人、2013 年には 7,740 万人に達し、現在では 8,000 万人を超えている。中
でも 1986 年人口成長率（表 2-3）が際立っている。 
 
表 2-3 人口成長率の推移（1946～2006 年） 
年 成長率（％） 年 成長率（％） 
1946   2.0 1976   2.8 
1951   2.8 1986   3.9 
1956   3.1 1991   2.5 
1966   3.1 1996   1.5 
【出典】Salname-ye Amari-ye Keshvar 1386, Markaz-e Amari-ye  
Iran, Tehran, 1386, p.92. 
 
 そして、2006 年当時の総人口（70,491,782 人）に 15～39 歳までの年齢層





連動する。例えば、イラン全土で 2004/05 年に 434 万台であった自動車台数














【出典】Ahmad Sharbatoghlie, Urbanization and Regional Disparities in 
Post-Revolutionary Iran, Westview Press, Boulder, 1991, p.54 及び World 
Development Indicators, The World Bank, Washington,D.C., 2012 &2015.  
 
との関連で、Hamid M.Pouran は、特にテヘランの大気汚染の 80％が 400
万台を数える自動車と約 100 万台に達するバイク（実際には、300 万台とい
う）によって引き起こされていると指摘する 18。さらに、問題は、それら自
家用自動車はかねてより排ガス規制のまったくない旧型車両である。その点
は、イラン鉱工業省からのデータとして、2000 年 12 月段階で 16 年以上の









 都市人口（100万） 総人口比 （％） 
1950       4.9       27.8 
1960       7.8       33.9 
1970      13.1       43.1 
1980      17.3       49.0 
1990      31.9       56.9 
1998      43.9       71.0 
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であるからに他ならない 20。そのことは、表 3-1 からも明らかである。 
 
  表 3-1 中東主要国の平均年間降雨量（2007-09 年、mm） 
アフガニスタン エジプト イラン イラク 
  327    51   228   216 
イスラエル ヨルダン レバノン  リビア 
  435   111   611    56 
サウジアラビア シリア トルコ アラブ首長国連邦 
   59   252   593    78 
 【出典】World Development Indicators, The World Bank, Washington, 













3-2 は 5 大都市の人口増加を、表 3-3 はそれらの年間降雨量を示している。 
 
表 3-2 5 大都市の人口増加 
    年 
都市 
 1986  1996  2006 
テヘラン  6,042,584  6,758,845  7,088,287 
マシュハド  1,463,508  1,887,405  2,427,316 
エスファハーン   ,986,753  1,266,072  1,602,110 
タブリーズ   ,971,482  1,191,043  1,398,060 
シーラーズ   ,848,289  1,053,025  1,227,331 
【出典】Iran Statistical Year Book 1384(2005-2006), Statistical Center of 
Iran, Tehran, 2007, pp.101-102; Salname-ye Amari-ye Keshvar 1386, 
Markaz-e Amar-e Iran, Tehran, 1387(2008), pp.107-108.  
 
表 3-3 5 大都市の降雨量の変化 
    年 
都市 
 1986  1996  2006 
テヘラン    292    156    227 
マシュハド    250    170    223 
エスファハーン    138     67    220 
タブリーズ    323    259    129 
シーラーズ    495    202    305 
【出典】Iran Statistical Year Book 1384(2005-2006), Statistical Center of 
Iran, Tehran, 2007, p.73; Salname-ye Amari-ye Keshvar-e 1386, Markaz-e 
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 こうした水資源不足に加え、表 3-4 にあるように、水質汚染も着実に悪化
している。 
 
表 3-4 1 日当たりの有機水質汚染物質排出量（kg） 
1980 1990 1997 2007 
72,334 131,600 101,900 160,800 
【出典】World Development Indicators, The World Bank,  






























1997 20.6   8.0  8.0 39.7  0.5 17.3 0.7  5.4 
2007  7.1   2.8 12.8 16.1 13.8 11.2 0.7 35.5 
【出典】World Development Indicators, The World Bank, Washington, 
D.C., 2001,p.135＆2012,p.159. 
 
 上記の表 3-5 は、こうした水質汚染物質の排出源を示している。そこには、
対象となる 10 年間に汚染物質の排出が減少したものもあれば、増加させた
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革派」のモハンマド・ハータミー政府（1997-2005 年）の下で 640 にまでそ
の数が増大した環境 NGO（非政府組織）も活発な活動を展開してきている。




メンバーがわずかに 100 名程度の NGO（「環境の持続的発展を支持するイラ
ン女性協会」）などもある 29。 

























































革派」のモハンマド・ハータミー政府（1997-2005 年）の下で 640 にまでそ
の数が増大した環境 NGO（非政府組織）も活発な活動を展開してきている。




メンバーがわずかに 100 名程度の NGO（「環境の持続的発展を支持するイラ
ン女性協会」）などもある 29。 







































を著している；Satoshi Abe, Management of the Environment (mohit-e 
zist):An Ethnography of Islam and Environmental Politics in Iran, 
Japanese review of Cultural Anthropology, Vol.17 No.1, 2016, pp.63-78. 
3 Environment in Iran: Changes and Challenges, Iranian Studies, Vol.49, 
Issue 6, 2016. 
4 Iran's Environmental Challenges, The Middle East in London, SOAS, 
Vol.12, Number3, April-May2016 (https://www.soas.ac.uk/lmei/meil 
/recent-issues/file112334.pdf#search=%27SOAS+Iran%27s+Challenges%
27（最終アクセス 2017 年 12 月 12 日） 
5 特に、石油価格がイランを含む OPEC（石油輸出国機構）主導で 3～4 倍
へと高騰した 1973 年以降、欧米の石油大手企業が事実上の「支援企業」と
化す中で、イランの石油収入は翌年度に 178 億ドル、77 年に 212 億ドルに
達する；Shukri Ghanem, OPEC: The Rise and Fall of an Exclusive Club, 
Kegan Paul International, London and New York, 1988, pp.46-48.  
6 これについては Abe, op.cit., pp.64-67 の他、以下参照；Tarik M. Quadir, 
Traditional Islamic Environmentalism: The Vision of Seyyed Hossein 
Nasr, University Press of America, Lanham, 2013; Odeh Rashed 
Al-Jayyousi, Islam and Sustainable Development: New World Views, 





9 Eskandar Firouz,, Environmental Protection, in Ehsan Yarshater (ed.), 
Encyclopaedia Iranica, VIII, Mazda publishers, 1998, p.465. 
10 例えば 1963 年より実施の前者については、1 億 2,000 万ヘクタールが国





新規に 8 基の貯水ダムが建設され、貯水ダムは計 13 基になったことも指摘
されている；Mohammad Reza Pahlavi, Besu-ye Tamaddon-e Bozorg, 
Ketabkhane-ye Pahlavi, Tehran, 2536 (1977), pp.104-105, 108-109；尚、ペ
ルシァ語で「環境」を意味する‘mohit-e zist’（モヒーテ・ズィースト）も
60 年代に新たに作られた用語であることが知られている。 
11 R. Zerbonia ＆ B. Soraya, Air Pollution Control in Iran, Journal of the 
Air Pollution Control Association, Vol.28, No.4, Pittsburgh, 1978, pp. 
334-337. 
12 Constitution of the Islamic Republic of Iran, translated from the 




を作り出してやったということが」（第 21 章 30 節）；「陸にも海にも頽廃が
現われた。みんな人間どもの仕業。どれほど（悪いこと）をしたものか、そ
の（罰）の味を見せてやらずばなるまい。そしたら、彼らも戻って来ないも
のでもあるまい」（第 30 章 40 節）；尚、ここでは『コーラン』（井筒俊彦訳、
岩波文庫、1975 年による）。 
14  http://www.iew.ir/1394/10/12/43995; 尚、テヘランを含む中東の大都市圏
でのリアルタイムの大気汚染状況については、以下のサイトを参照
http://aqicn.org/map/middleeast/ (最終アクセス 2017 年 12 月 19 日) 
15 これらの人口面で大規模な都市に加え、粒子状物質（pｍ）の影響で世界
の大気汚染ワースト 10 にアフヴァーズとサナンダジが挙げられている；
Hamid M. Pouran, Air pollution and public health in Iran, The Middle 
East in London, April-May 2016, p.14.  
16 Salname-ye Amari-ye Keshvar 1386, Markaz-e Amari-ye Iran, Tehran, 
1386 (2007), p.95.  
17 Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye Vaz'iyat-e Mohit-e Zist-e 
Iran 1383-92, Sazman-e Hefazat-e Mohit-e Zist, 1394 (2015), p.106. 





を著している；Satoshi Abe, Management of the Environment (mohit-e 
zist):An Ethnography of Islam and Environmental Politics in Iran, 
Japanese review of Cultural Anthropology, Vol.17 No.1, 2016, pp.63-78. 
3 Environment in Iran: Changes and Challenges, Iranian Studies, Vol.49, 
Issue 6, 2016. 
4 Iran's Environmental Challenges, The Middle East in London, SOAS, 
Vol.12, Number3, April-May2016 (https://www.soas.ac.uk/lmei/meil 
/recent-issues/file112334.pdf#search=%27SOAS+Iran%27s+Challenges%
27（最終アクセス 2017 年 12 月 12 日） 
5 特に、石油価格がイランを含む OPEC（石油輸出国機構）主導で 3～4 倍
へと高騰した 1973 年以降、欧米の石油大手企業が事実上の「支援企業」と
化す中で、イランの石油収入は翌年度に 178 億ドル、77 年に 212 億ドルに
達する；Shukri Ghanem, OPEC: The Rise and Fall of an Exclusive Club, 
Kegan Paul International, London and New York, 1988, pp.46-48.  
6 これについては Abe, op.cit., pp.64-67 の他、以下参照；Tarik M. Quadir, 
Traditional Islamic Environmentalism: The Vision of Seyyed Hossein 
Nasr, University Press of America, Lanham, 2013; Odeh Rashed 
Al-Jayyousi, Islam and Sustainable Development: New World Views, 





9 Eskandar Firouz,, Environmental Protection, in Ehsan Yarshater (ed.), 
Encyclopaedia Iranica, VIII, Mazda publishers, 1998, p.465. 
10 例えば 1963 年より実施の前者については、1 億 2,000 万ヘクタールが国





新規に 8 基の貯水ダムが建設され、貯水ダムは計 13 基になったことも指摘
されている；Mohammad Reza Pahlavi, Besu-ye Tamaddon-e Bozorg, 
Ketabkhane-ye Pahlavi, Tehran, 2536 (1977), pp.104-105, 108-109；尚、ペ
ルシァ語で「環境」を意味する‘mohit-e zist’（モヒーテ・ズィースト）も
60 年代に新たに作られた用語であることが知られている。 
11 R. Zerbonia ＆ B. Soraya, Air Pollution Control in Iran, Journal of the 
Air Pollution Control Association, Vol.28, No.4, Pittsburgh, 1978, pp. 
334-337. 
12 Constitution of the Islamic Republic of Iran, translated from the 




を作り出してやったということが」（第 21 章 30 節）；「陸にも海にも頽廃が
現われた。みんな人間どもの仕業。どれほど（悪いこと）をしたものか、そ
の（罰）の味を見せてやらずばなるまい。そしたら、彼らも戻って来ないも
のでもあるまい」（第 30 章 40 節）；尚、ここでは『コーラン』（井筒俊彦訳、
岩波文庫、1975 年による）。 
14  http://www.iew.ir/1394/10/12/43995; 尚、テヘランを含む中東の大都市圏
でのリアルタイムの大気汚染状況については、以下のサイトを参照
http://aqicn.org/map/middleeast/ (最終アクセス 2017 年 12 月 19 日) 
15 これらの人口面で大規模な都市に加え、粒子状物質（pｍ）の影響で世界
の大気汚染ワースト 10 にアフヴァーズとサナンダジが挙げられている；
Hamid M. Pouran, Air pollution and public health in Iran, The Middle 
East in London, April-May 2016, p.14.  
16 Salname-ye Amari-ye Keshvar 1386, Markaz-e Amari-ye Iran, Tehran, 
1386 (2007), p.95.  
17 Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye Vaz'iyat-e Mohit-e Zist-e 
Iran 1383-92, Sazman-e Hefazat-e Mohit-e Zist, 1394 (2015), p.106. 




19 Atieh Bahar Consulting, Iran Environment Sector Study, Data as of 
June 2002, p.2. 
20 北アフリカを除いた中東諸国（但し、エジプトは含む）の気候条件の概要
と各国別条件、中東の特殊性に関する研究として、以下参照；Colbert C. Held, 
Middle East Patterns: Places, People, and Politics, Westview Press, 
Boulder, San Francisco, & London, 1989; J.R. McNeill, The Eccentricity of 
the Middle East and North Africa’s Environmental History, in Alan 
Mikhail (ed.), Water on Sand: Environmental Histories of the Middle East 
and North Africa, Oxford University Press, Oxford and New York, 2013,  
pp.27-50.  
21 カナートについては、特に以下参照；岡崎正孝『カナート イランの地下
水路』、論創社、1988 年；D.J. Flower, Water Use in North-East Iran, in W.B. 
Fisher (ed.), The Cambridge History of Iran, Vol.1: The Land of Iran, 
Cambridge University Press, Cambridge, 1968, pp.599-610; Hassan 
Estaji and Karin Raith, The Role of Qanat and Irrigation Networks in the 
Process of City Formation and Evolution in the Central Plateau of Iran, 
the Case of Sabzevar, in Fatemeh Farnaz Arefian and Seyed Hpssein 
Iradj Moeini (eds.), Urban Change in Iran: Stories of Rooted Histories and 
Ever-accelerating Developments, Springer, 2016, pp.9-18. 
22 Kaveh Madani, Anir Aghah Kuchek and Ali Mirch, Iran's 
Socio-Economic Drought: Challenges of a Water-Bankrupt Nation, 
Iranian Studies, Vol.49, No.6, 2016, p.999；尚、表 3-2 に挙げた人口規模は
例えば、テヘランで言えば、それはテヘラン市の人口であり、現在 1,200 万
人を超えるテヘラン州の人口ではない。 
23 Ibid., p.999. 
24 Amin Alizadeh and Abbas Keshavarz, Status of Agricultural Use in 
Iran, in Water Conservation, Reuse, and Recycling,: Proceedings of An 
Iranian-American Workshop, The National Academies Press, Washington, 
D.C., 2005, p.96. 
25 David Michel, Iran's Environment: Greater Threat than Foreign Foes, 
18 
 
The Iran Primer, The United States Institute of Peace, October 28, 2013 
(http://iranprimer.usip.org/blog/2013/oct/28/iran%E2%80%99s-environme
nt-greater-threat-foreign-foes；2017 年 12 月 21 日）。 
26 Madani, op.cit., pp.999-1000. 
27 Hasan Rouhani, Amniyat-e Melli va Diplomasi-ye Hastei, Markz-e 






28 これについては、特に以下参照；Abbas Amanat, Environment and 
Culture: An Introduction, Iranian Studies, Vol.49, No.6, 2016, p.934. 
29 ここに挙げた環境 NGO について、決して詳細とは言えないが、以下を参
照；Simin Fedaee, Social Movements in Iran: Environmentalism and Civil 
Society, Routledge, London and New York, 2012, pp.90-120; 
http://www.parsacf.org/Page/246 (2017 年 12 月 28 日） 
30 Fedaee, op.cit., p.111；とはいえ、環境教育は小学校から大学に至る教育
課程で拡充傾向にあり、特に大学では環境分野で学ぶ学生数は 1993/94（イ
ラン・イスラーム暦 1372）年に 1,135 人（全大学生数 86 万人中 0.13％）か
ら、2011/12（1390）年には 53,130 人（同、380 万人中 1.28％）へと増加し
ているとのデータもある；Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye 





19 Atieh Bahar Consulting, Iran Environment Sector Study, Data as of 
June 2002, p.2. 
20 北アフリカを除いた中東諸国（但し、エジプトは含む）の気候条件の概要
と各国別条件、中東の特殊性に関する研究として、以下参照；Colbert C. Held, 
Middle East Patterns: Places, People, and Politics, Westview Press, 
Boulder, San Francisco, & London, 1989; J.R. McNeill, The Eccentricity of 
the Middle East and North Africa’s Environmental History, in Alan 
Mikhail (ed.), Water on Sand: Environmental Histories of the Middle East 
and North Africa, Oxford University Press, Oxford and New York, 2013,  
pp.27-50.  
21 カナートについては、特に以下参照；岡崎正孝『カナート イランの地下
水路』、論創社、1988 年；D.J. Flower, Water Use in North-East Iran, in W.B. 
Fisher (ed.), The Cambridge History of Iran, Vol.1: The Land of Iran, 
Cambridge University Press, Cambridge, 1968, pp.599-610; Hassan 
Estaji and Karin Raith, The Role of Qanat and Irrigation Networks in the 
Process of City Formation and Evolution in the Central Plateau of Iran, 
the Case of Sabzevar, in Fatemeh Farnaz Arefian and Seyed Hpssein 
Iradj Moeini (eds.), Urban Change in Iran: Stories of Rooted Histories and 
Ever-accelerating Developments, Springer, 2016, pp.9-18. 
22 Kaveh Madani, Anir Aghah Kuchek and Ali Mirch, Iran's 
Socio-Economic Drought: Challenges of a Water-Bankrupt Nation, 
Iranian Studies, Vol.49, No.6, 2016, p.999；尚、表 3-2 に挙げた人口規模は
例えば、テヘランで言えば、それはテヘラン市の人口であり、現在 1,200 万
人を超えるテヘラン州の人口ではない。 
23 Ibid., p.999. 
24 Amin Alizadeh and Abbas Keshavarz, Status of Agricultural Use in 
Iran, in Water Conservation, Reuse, and Recycling,: Proceedings of An 
Iranian-American Workshop, The National Academies Press, Washington, 
D.C., 2005, p.96. 
25 David Michel, Iran's Environment: Greater Threat than Foreign Foes, 
18 
 
The Iran Primer, The United States Institute of Peace, October 28, 2013 
(http://iranprimer.usip.org/blog/2013/oct/28/iran%E2%80%99s-environme
nt-greater-threat-foreign-foes；2017 年 12 月 21 日）。 
26 Madani, op.cit., pp.999-1000. 
27 Hasan Rouhani, Amniyat-e Melli va Diplomasi-ye Hastei, Markz-e 






28 これについては、特に以下参照；Abbas Amanat, Environment and 
Culture: An Introduction, Iranian Studies, Vol.49, No.6, 2016, p.934. 
29 ここに挙げた環境 NGO について、決して詳細とは言えないが、以下を参
照；Simin Fedaee, Social Movements in Iran: Environmentalism and Civil 
Society, Routledge, London and New York, 2012, pp.90-120; 
http://www.parsacf.org/Page/246 (2017 年 12 月 28 日） 
30 Fedaee, op.cit., p.111；とはいえ、環境教育は小学校から大学に至る教育
課程で拡充傾向にあり、特に大学では環境分野で学ぶ学生数は 1993/94（イ
ラン・イスラーム暦 1372）年に 1,135 人（全大学生数 86 万人中 0.13％）か
ら、2011/12（1390）年には 53,130 人（同、380 万人中 1.28％）へと増加し
ているとのデータもある；Kholase-ye Sevvomin Gozaresh-e Melli-ye 
Vaz'iyat-e Mohit-e Zist-e Iran 1383-92, p.5. 
 
－124－
